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「知財専門家駐在日」のお知らせ

10月2日（水）　 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 西部センター 2階 田中（俊）弁理士

10月3日（木）　 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 黒住弁理士

10月10日（木）　 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 中西弁理士

10月17日（木）　 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 田中（秀）弁理士

10月31日（木）　 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 上田弁護士

月　日 時　間 場　所 知財専門家

※上記相談の対象は中小企業、個人事業主及び創業検討中の方のみとなります。
　その他の方は知財コーディネーターが対応させていただきます。

※日程が変更になる場合がありますので、電話及びE-mail等にてご確認ください。
　INPIT鳥取県知財総合支援窓口サイト（http://chizai-portal.inpit.go.jp/madoguchi/tottori/）では、
　窓口状況の確認もできますのでご利用ください。

≪INPIT 鳥取県知財総合支援窓口≫

お申し込み連絡先
知財総合支援窓口の電話が通話中の場合は

下記におかけ直しください。
●一般社団法人鳥取県発明協会 0857-52-6728
●公益財団法人鳥取県産業振興機構 0857-52-6722

T E L  東部窓口：0857-52-5894
 西部窓口：0859-36-8300
E-mail torimado@toriton.or.jp

【 INPIT 鳥取県知財総合支援窓口 】

10月1日（火）　 倉吉市立図書館 （TEL：0858-47-1183） 毎月第1・3火曜日（13：00～16：00）
10月16日（水）　   

10月4日（金）　 倉吉商工会議所 （TEL：0858-22-2191） 毎月第1・3金曜日（13：00～16：00）
10月18日（金）　   

10月8日（火）　 鳥取県立図書館 （TEL：0857-26-8155） 毎月第2火曜日（13：00～16：00）

10月9日（水）　 境港商工会議所 （TEL：0859-44-1111） 毎月第2水曜日（13：00～16：00）

10月16日（水）　 米子商工会議所 （TEL：0859-22-5131） 毎月第3水曜日（13：00～16：00）

10月29日（火）　 米子市立図書館 （TEL：0859-22-2611） 毎月第4火曜日（13：00～16：00）

月　日 会場（予約・問い合わせ先電話） 名　称 時　期

≪商工会議所・図書館での相談会等のご案内≫
※ご予約・お問い合わせは、各会場にご連絡ください。開催時間は各会場共通〈13：00～16：00〉です。

特
許
等
無
料
相
談
会

鳥取商工会議所 中小企業相談所 (TEL：0857-32-8005) 特許相談会 毎月第3火曜日（10：30～16：30）

【独自開催】

（＊10/16・・・10/15から変更）

（＊10/29・・・10/22から変更）
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株式会社イルカカレッジ
人と地球の元気を応援します

わが社の自慢

【新企画】 法人会員 会社PR

投下位置を管制する「管制システム」

「航空消火システム」高高度から的確に消火　電気自動車関連の専門家による技術教育と開
発支援のコンサルタントを行っています。また、お
客様のご要望に応じた電気自動車の開発・製造と
メンテナンスを行っています。
　消防庁の委託を受けて鳥取大学と産官学連携
により、森林火災を早期消火するための航空消火
システムを開発しました。私たちが開発した、ゲル
パック消火剤の高精度消火システム【ドロップコ
ントロールシステム】は消火水が霧散せず、高高度
からでも安全・迅速・確実に消火出来ます。ドロッ
プコントロールシステムを使えば、早期消火に役
立つと同時に延焼防止帯を作ることができます。
人命のみならず希少動物や重要文化財など、守り
たいものを守ることができます。

社長よりメッセージ
地球の温度が上昇し、異常気象が頻

発するといわれ始めた2000年頃から、地球
を守りたいと思い一貫して環境貢献事業に取
り組んできました。現在そのころの予測を
はるかに超えるスピードで温暖化は進んでい
ます。最大のCO2発生源である森林火事は、
年々拡大傾向にあり、固定化された炭素が放
出されると同時に酸素の発生源も失います。
延焼を最小限に食い止めるためドロップコ
ントロールシステムを世界中に届けたい

と、活動しています。

株式会社イルカカレッジ
朝山規子
〒683-0065
鳥取県米子市万能町125
0859-35-9787
0859-35-9074
http://www.iluka.co.jp/
50百万円
3人
環境貢献技術の研究開発
販売、コンサルティング他
東京支店：〒100-0014 東京都千代田区永田町2-9-6
　　　　  十全ビル201 電話：03-3593-7078
※ゲルパック消火剤による航空消火システムの普及
※ご要望にあわせたEV開発事業
※EV専門技術者によるEV･PVの教育事業
※メガソーラーの発電点検

会 社 名
代 表 者

所 在 地

電 話
F A X
U R L
資 本 金
従 業 員

業 種

国内拠点

業務内容
特 色

イルカカレッジで
開発した電気自動

車 

JR米子駅前 本社

「投下装置
」

即座に給水する「ゲルパック」
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開催
案内

開催
報告1

日本弁理士会中国会主催 「知的財産活用セミナー」

日　　時 ： 令和元年
 13：30～16：35（13：00受付開始）
場　　所 ： とりぎん文化会館 2階 第4会議室
 （鳥取市尚徳町101-5）
講　　師 ： 木戸弁理士事務所 弁理士 木戸 基文 氏
参  加 費 ： 無料   
定　　員 ： 30名まで（定員になり次第締め切ります）
申込締切 ： 令和元年10月25日(金)まで

11月5日（火）

《お申し込み・お問い合わせ先》
公益財団法人 鳥取県産業振興機構
知的所有権センター　担当：小畑　

電話：0857-52-6722　ファクシミリ：0857-52-6674
電子メール：chizai@toriton.or.jp

　農林水産業にたずさわっている方々にも、知財を身近
に感じていただきたい! 農産物・食品ブランドの作り方の
事例を基に、講師が分かりやすく、説明いたします。講演
後には講師の先生や地元の弁理士と気軽に交流できる座
談会を開催いたします。
　是非、この機会にご参加ください。

「
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募集中

　令和元年8月22日（木）とりぎん文化会館にて、特許や商標などの知的財産
権制度の基礎的な内容について学びたい方、興味がある方を対象に、「2019
年知的財産権制度説明会（初心者向け）」講習会が開催されました。暑い中に
もかかわらず、たくさんの方にご参加いただきました。　
　　講師には、特許庁 産業財産権専門官 鈴木 貴久（すずき たかひさ）さん
を迎え、「知的財産権・特許・実用新案制度の概要」「意匠・商標制度の概要」「各
種支援策の紹介等」を3時間にわたって、ご説明いただきました。
　皆さんがよく知っている事例や、中国経済産業局が製作さ　　　　　　　
れた、知的財産を学ぶ動画サイト『もうけの花道』を交えてわ　　　　　　　
かりやすく説明され、参加者の皆さんも熱心に耳を傾けられ　　　　　　　
ていました。

　講演後、INPIT鳥取県知財総合支援窓口を紹介する時間をいただき、上田知財
コーディネーターから「窓口では色々な分野の専門家が派遣でき、知財に関する
様々な案件に対応が可能です」「窓口以外にも各支援機関と連携して定期的に相
談会を開催していますので、是非活用してください」など、窓口について紹介させ
ていただきました。

INPIT鳥取県知財総合支援窓口では、知的財産に関するご質問、相談を受け付けております。
少しでも、知的財産に関することで、気になることがあれば、遠慮なくご連絡、ご相談ください。

お待ちしております。

■参加者の方より■
 ・大変分かりやすくよかったです。
 ・わかりやすく有益でした。資料も多くて良いと思います。
 ・もうけの花道は勉強になりました。

講師：特許庁 産業財産権専門官
鈴木 貴久 氏

会場風景

INPIT鳥取県知財総合支援窓口の紹介をする
上田知財コーディネーター

2019年知的財産権制度説明会（初心者向け）
INPIT鳥取県知財総合支援窓口説明
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楽しいサイエンス講座

　令和元年8月8日（木）とりぎん文化会館 小ホールにて、楽しいサイエ
ンス講座「阿部清人先生のおもしろサイエンスショー＆超能力振り子実
験工作」を開催! 当日は172名の小学生と99名の保護者が参加しました。
　今回、講師にお招きしたのは、サイエンスインストラクター「阿部清人
先生」です。身近なモノを使った、あっと驚く実験を、分かりやすいトー
クで楽しく紹介される阿部先生は、子どもから大人まで大人気の先生で
す。全国で年100回を超える講演活動を行なわれていますが、お忙しい
スケジュールの合間を縫って鳥取にお越しくださいました!

おもしろサイエンスショー&超能力振
り子実験工作

風船に空気を入れるよ! ぼく達も
一生懸命頑張ったけど、阿部先生の風船は一瞬にして

ふくらんだ。空気の入れ方、何がちがうのかな?

ドライヤーの風でボールを浮かすよ。
ボールの下から指を当てると、指に合わせてボールが動いた!
みんなのお家でもできる実験だから、ぜひ挑戦してみてね。

お父さんもステージへ!
説明をしっかり聞きます。

水のこぼれない不思議なコップ。
頭の上でコップを逆さにするよ。

こぼれないかドキドキ…

ふぅ～!!
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■アンケートより感想抜粋■
・子どもが目を輝かせていました。楽しかったです。
・科学の力はすごいことが分かりました。空気砲でリングみたいになっていたのが、面白かったです。
・たくさんの実験がみれて良かったです。次回もぜひ見たいと思いました。
・おしゃべりが上手で楽しかったです。科学に興味があったけど、更に興味を持ったようです。

～皆様、貴重なご意見等　ありがとうございました～

　この日はまず、摩擦の実験からスタートしました。拍手の練習から
摩擦のお話になり、石と鉄を摩擦させ火花を作り、そこから火の誕生
について教えてくださいました。
　超能力振り子実験工作では、棒に長さの違う糸と重りをつけ、体を
そっと揺らします。ゆれるスピードが変わると動く糸も変わります。
この実験から地震について、楽しく学びました。
　最後に、「成功するまで何回も諦めずに実験に挑戦することで、全て
の発明が生まれます。みんなも色々な実験にチャレンジしてくださ
い。」と締めくくられました。このサイエンスショーを通して、子ども
達の発明や発想のきっかけになれば幸いです。

阿部清人先生の「おもしろサイエンスショー&超能力振り子実験工作」

阿部清人先生、関係者の皆さま、会場に来てくださった皆さま、
ありがとうございました!

スタッフも一緒に楽しみました!

次は超能力振り子実験。
見つめるだけで振り子が揺れるよ。

なんでかな。
あ! 動いた!! これでわたしも超能力者!?

最後はお待ちかねの空気砲!
色んな大きさの空気砲があるね。大きな空気砲は

会場の上まで空気（リング）が飛んだよ。

㮝
㮜
㳅
㱪

鳥取県発明協会　屋敷

真剣な
まなざし!
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◆特許検索競技大会について◆
　特許流通コーディネーターの芦崎です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年の盆前の暑さは半端ではなく、NHKのニュースで鳥取市の気温が全国の上位にランクされているの
をよく見かけました。この夏は信州の松本市に行ってきたのですが、標高600mにある街であり、同じ暑さ
でもカラッとしていたように感じました。鳥取は湿度が高いのでしょうね。

　今回は特許検索に関することで、IPCC（工業所有権協力センター）が主催している特許検索競技大会につ
いて書こうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この大会は特許調査能力の客観的評価等を通じて、特許調査に関する技術の普及を促すことにより、日本
のイノベーションの促進に寄与することを目的としています。当初はINPIT主催でしたが、2013年から
IPCC主催となっています。私は2011年から参加しています。

　特許を検索するときに使用する検索システムには無料で提供されているものがあり、J-PlatPat（日本） 
Patent Full-Text Database（USPTO）、esp@cenet（EPO）、PATENTSCOPE（WIPO）等があります。
これらの検索システムを使用して特許検索を行う場合、適切な検索式を作成しないと検索漏れが多くなっ
たり、検索ノイズが多くなったりします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　特許検索に限らず、情報検索を行う時は「再現率」と「適合率」を念頭において実施することが大切だと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「再現率」は、検索対象集合の中にある適合文献をどれくらい取り出せたかという比率で、図においては
C/（A+C）です。Cは検索者が取り出せた適合文献です。Aは適合文献であるが、検索者が取り出せなかった
文献で、いわゆる検索漏れです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「適合率」は、検索者が取り出した文献の中に適合文献がどれくらいあるかという比率で、図においては
C/（B+C）です。Bは検索者が取り出したが適合文献ではなかった文献で、いわゆる検索ノイズです。経験則
として、検索ノイズを少なくするために（適合率を上げるために）検索条件の絞り込みを行うと、検索漏れが 
多くなる（再現率が下がる）という関係があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　検索システムは、検索者がそれなりの検索式を入力すればそれなりの結果が出力されてきますが、その検
索式が検索漏れが多いものか少ないものかは、経験のある第三者が検証しなければわかりません。（なお、真
の適合文献数は誰もわからないと思います）

　ただし、このような検証は実務において常時で
きるものではありません。よって、検索者として
は、ある程度正解（適合文献）のわかっている課題
の検索を行って、自分の再現率や適合率を把握し
ておく必要があると思います。そして検索の専門
家とどれくらいの差があるかを認識しておく必要
があると思います。これが行えるのが、特許検索競
技大会です。

　大会の概要は次の通りです。 試験時間は、アドバンストコースの場合、午後からの4時間です。

　試験分野は、1電気分野、2機械分野、3化学・医薬分野に分かれていて、参加者はその場でいずれかの分野
を選択します。各分野とも同形式の問題が3問設定されていて、時間内に特許調査を行い適合文献を解答し
ます。どの分野を選択しても結果に差が出ないように工夫されているようです。（ちなみに2011年は、1電気
分野はハードウェアとソフトウェア・ITに分かれていて、3化学・医薬分野は化学とバイオ・医薬・食品に分か
れていて、全部で5分野でしたが現在は3分野になっています）

　問題の内容は、例えば2018年は、共通問題、先行技術調査、侵害防止調査となっています。共通問題では無
効化資料調査が題材となっていました。

　注目すべきことは、2014年からの共通問題に適切な米国の新特許分類CPCを特定する問題が加わった
ことです。これは「世界の特許文献において、日本語の特許文献の占める割合が急速に低下しており、外国文
献への対応も必須のスキルとなって」いるからです。（特許検索競技大会2017最優秀受賞者 角渕氏 特別寄
稿より）最近の拒絶理由通知書に添付される検索報告書においても外国文献が記載されていることが普通
になってきていると思います。

　問題の中では、先行技術調査が検索能力を評価する上で主要な部分となっています。大会終了後のフィー
ドバックセミナーでは、先行技術調査は以下の手順で進めることを推奨しています。

　1）課題の構成要素を分析

　2）予備検索の実行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 構成要素の内容からキーワード検索等を実行して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 適合文献や類似文献からFI、Fタームを検討する。

　3）検索戦略を立案し、検索式を作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 FI、Fターム、キーワードを抽出して多観点の検索式を作成する。

　4）検索実行、スクリーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 検索結果から適合文献を抽出する。

　ここで注意すべきことは、キーワード検索のみでは再現率を向上させることは難しく、特許分類（FI、F
ターム等）を使用することが必要ということです。これは文字が電子化されていない文献はキーワード検索
できないことからも明らかです。私の感覚では、適合文献（正解）がある程度わかっている問題で試してみる
と、キーワード検索のみでは再現率はせいぜい50%程度ですが、特許分類を考慮した検索を行うと少なくと
も80%程度までは向上すると思います。（もちろん、個人差があります）

　特許検索競技大会では限られた時間での検索作業を行う必要があるため、私の場合は最後のスクリーニ
ングの時間が少なくなってしまうことが多いです。この段階では検索した特許文献が適合文献かどうかを
素早く正確に読み取る能力が求められます。なお、間違った文献を解答すると減点されるので、適当に読ん
で近そうな文献を解答しておけばよいというものでもありません。

　最優秀表彰を受けられる方はこれを時間内に正確にやり切られるのですから、上には上が居るものだと
いつも感心しています。最優秀者の所属は、調査会社、企業知財調査部門、特許事務所などです。

　特許検索を行う時は、自分の再現率や適合率を意識して、日々技術の向上を行うとともに、経営に影響す
る重要な特許調査については専門家（調査会社や特許事務所等）に依頼することも必要と考えます。
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◆特許検索競技大会について◆
　特許流通コーディネーターの芦崎です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年の盆前の暑さは半端ではなく、NHKのニュースで鳥取市の気温が全国の上位にランクされているの
をよく見かけました。この夏は信州の松本市に行ってきたのですが、標高600mにある街であり、同じ暑さ
でもカラッとしていたように感じました。鳥取は湿度が高いのでしょうね。

　今回は特許検索に関することで、IPCC（工業所有権協力センター）が主催している特許検索競技大会につ
いて書こうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この大会は特許調査能力の客観的評価等を通じて、特許調査に関する技術の普及を促すことにより、日本
のイノベーションの促進に寄与することを目的としています。当初はINPIT主催でしたが、2013年から
IPCC主催となっています。私は2011年から参加しています。

　特許を検索するときに使用する検索システムには無料で提供されているものがあり、J-PlatPat（日本） 
Patent Full-Text Database（USPTO）、esp@cenet（EPO）、PATENTSCOPE（WIPO）等があります。
これらの検索システムを使用して特許検索を行う場合、適切な検索式を作成しないと検索漏れが多くなっ
たり、検索ノイズが多くなったりします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　特許検索に限らず、情報検索を行う時は「再現率」と「適合率」を念頭において実施することが大切だと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「再現率」は、検索対象集合の中にある適合文献をどれくらい取り出せたかという比率で、図においては
C/（A+C）です。Cは検索者が取り出せた適合文献です。Aは適合文献であるが、検索者が取り出せなかった
文献で、いわゆる検索漏れです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「適合率」は、検索者が取り出した文献の中に適合文献がどれくらいあるかという比率で、図においては
C/（B+C）です。Bは検索者が取り出したが適合文献ではなかった文献で、いわゆる検索ノイズです。経験則
として、検索ノイズを少なくするために（適合率を上げるために）検索条件の絞り込みを行うと、検索漏れが 
多くなる（再現率が下がる）という関係があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　検索システムは、検索者がそれなりの検索式を入力すればそれなりの結果が出力されてきますが、その検
索式が検索漏れが多いものか少ないものかは、経験のある第三者が検証しなければわかりません。（なお、真
の適合文献数は誰もわからないと思います）

　ただし、このような検証は実務において常時で
きるものではありません。よって、検索者として
は、ある程度正解（適合文献）のわかっている課題
の検索を行って、自分の再現率や適合率を把握し
ておく必要があると思います。そして検索の専門
家とどれくらいの差があるかを認識しておく必要
があると思います。これが行えるのが、特許検索競
技大会です。

　大会の概要は次の通りです。 試験時間は、アドバンストコースの場合、午後からの4時間です。

　試験分野は、1電気分野、2機械分野、3化学・医薬分野に分かれていて、参加者はその場でいずれかの分野
を選択します。各分野とも同形式の問題が3問設定されていて、時間内に特許調査を行い適合文献を解答し
ます。どの分野を選択しても結果に差が出ないように工夫されているようです。（ちなみに2011年は、1電気
分野はハードウェアとソフトウェア・ITに分かれていて、3化学・医薬分野は化学とバイオ・医薬・食品に分か
れていて、全部で5分野でしたが現在は3分野になっています）

　問題の内容は、例えば2018年は、共通問題、先行技術調査、侵害防止調査となっています。共通問題では無
効化資料調査が題材となっていました。

　注目すべきことは、2014年からの共通問題に適切な米国の新特許分類CPCを特定する問題が加わった
ことです。これは「世界の特許文献において、日本語の特許文献の占める割合が急速に低下しており、外国文
献への対応も必須のスキルとなって」いるからです。（特許検索競技大会2017最優秀受賞者 角渕氏 特別寄
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多くなる（再現率が下がる）という関係があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　検索システムは、検索者がそれなりの検索式を入力すればそれなりの結果が出力されてきますが、その検
索式が検索漏れが多いものか少ないものかは、経験のある第三者が検証しなければわかりません。（なお、真
の適合文献数は誰もわからないと思います）

　ただし、このような検証は実務において常時で
きるものではありません。よって、検索者として
は、ある程度正解（適合文献）のわかっている課題
の検索を行って、自分の再現率や適合率を把握し
ておく必要があると思います。そして検索の専門
家とどれくらいの差があるかを認識しておく必要
があると思います。これが行えるのが、特許検索競
技大会です。

　大会の概要は次の通りです。 試験時間は、アドバンストコースの場合、午後からの4時間です。

　試験分野は、1電気分野、2機械分野、3化学・医薬分野に分かれていて、参加者はその場でいずれかの分野
を選択します。各分野とも同形式の問題が3問設定されていて、時間内に特許調査を行い適合文献を解答し
ます。どの分野を選択しても結果に差が出ないように工夫されているようです。（ちなみに2011年は、1電気
分野はハードウェアとソフトウェア・ITに分かれていて、3化学・医薬分野は化学とバイオ・医薬・食品に分か
れていて、全部で5分野でしたが現在は3分野になっています）

　問題の内容は、例えば2018年は、共通問題、先行技術調査、侵害防止調査となっています。共通問題では無
効化資料調査が題材となっていました。

　注目すべきことは、2014年からの共通問題に適切な米国の新特許分類CPCを特定する問題が加わった
ことです。これは「世界の特許文献において、日本語の特許文献の占める割合が急速に低下しており、外国文
献への対応も必須のスキルとなって」いるからです。（特許検索競技大会2017最優秀受賞者 角渕氏 特別寄
稿より）最近の拒絶理由通知書に添付される検索報告書においても外国文献が記載されていることが普通
になってきていると思います。

　問題の中では、先行技術調査が検索能力を評価する上で主要な部分となっています。大会終了後のフィー
ドバックセミナーでは、先行技術調査は以下の手順で進めることを推奨しています。

　1）課題の構成要素を分析

　2）予備検索の実行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 構成要素の内容からキーワード検索等を実行して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 適合文献や類似文献からFI、Fタームを検討する。

　3）検索戦略を立案し、検索式を作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 FI、Fターム、キーワードを抽出して多観点の検索式を作成する。

　4）検索実行、スクリーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 検索結果から適合文献を抽出する。

　ここで注意すべきことは、キーワード検索のみでは再現率を向上させることは難しく、特許分類（FI、F
ターム等）を使用することが必要ということです。これは文字が電子化されていない文献はキーワード検索
できないことからも明らかです。私の感覚では、適合文献（正解）がある程度わかっている問題で試してみる
と、キーワード検索のみでは再現率はせいぜい50%程度ですが、特許分類を考慮した検索を行うと少なくと
も80%程度までは向上すると思います。（もちろん、個人差があります）

　特許検索競技大会では限られた時間での検索作業を行う必要があるため、私の場合は最後のスクリーニ
ングの時間が少なくなってしまうことが多いです。この段階では検索した特許文献が適合文献かどうかを
素早く正確に読み取る能力が求められます。なお、間違った文献を解答すると減点されるので、適当に読ん
で近そうな文献を解答しておけばよいというものでもありません。

　最優秀表彰を受けられる方はこれを時間内に正確にやり切られるのですから、上には上が居るものだと
いつも感心しています。最優秀者の所属は、調査会社、企業知財調査部門、特許事務所などです。

　特許検索を行う時は、自分の再現率や適合率を意識して、日々技術の向上を行うとともに、経営に影響す
る重要な特許調査については専門家（調査会社や特許事務所等）に依頼することも必要と考えます。

公益財団法人鳥取県産業振興機構
知的所有権センター

特許流通コーディネーター

芦崎 幸弘
(あしざき よしひろ)

（参考文献:新訂 情報検索の知識と技術 2011年 第3版第2刷）
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◆特許検索競技大会について◆
　特許流通コーディネーターの芦崎です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年の盆前の暑さは半端ではなく、NHKのニュースで鳥取市の気温が全国の上位にランクされているの
をよく見かけました。この夏は信州の松本市に行ってきたのですが、標高600mにある街であり、同じ暑さ
でもカラッとしていたように感じました。鳥取は湿度が高いのでしょうね。
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　この大会は特許調査能力の客観的評価等を通じて、特許調査に関する技術の普及を促すことにより、日本
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Patent Full-Text Database（USPTO）、esp@cenet（EPO）、PATENTSCOPE（WIPO）等があります。
これらの検索システムを使用して特許検索を行う場合、適切な検索式を作成しないと検索漏れが多くなっ
たり、検索ノイズが多くなったりします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　特許検索に限らず、情報検索を行う時は「再現率」と「適合率」を念頭において実施することが大切だと思
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　「再現率」は、検索対象集合の中にある適合文献をどれくらい取り出せたかという比率で、図においては
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文献で、いわゆる検索漏れです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「適合率」は、検索者が取り出した文献の中に適合文献がどれくらいあるかという比率で、図においては
C/（B+C）です。Bは検索者が取り出したが適合文献ではなかった文献で、いわゆる検索ノイズです。経験則
として、検索ノイズを少なくするために（適合率を上げるために）検索条件の絞り込みを行うと、検索漏れが 
多くなる（再現率が下がる）という関係があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　検索システムは、検索者がそれなりの検索式を入力すればそれなりの結果が出力されてきますが、その検
索式が検索漏れが多いものか少ないものかは、経験のある第三者が検証しなければわかりません。（なお、真
の適合文献数は誰もわからないと思います）

　ただし、このような検証は実務において常時で
きるものではありません。よって、検索者として
は、ある程度正解（適合文献）のわかっている課題
の検索を行って、自分の再現率や適合率を把握し
ておく必要があると思います。そして検索の専門
家とどれくらいの差があるかを認識しておく必要
があると思います。これが行えるのが、特許検索競
技大会です。

　大会の概要は次の通りです。 試験時間は、アドバンストコースの場合、午後からの4時間です。

　試験分野は、1電気分野、2機械分野、3化学・医薬分野に分かれていて、参加者はその場でいずれかの分野
を選択します。各分野とも同形式の問題が3問設定されていて、時間内に特許調査を行い適合文献を解答し
ます。どの分野を選択しても結果に差が出ないように工夫されているようです。（ちなみに2011年は、1電気
分野はハードウェアとソフトウェア・ITに分かれていて、3化学・医薬分野は化学とバイオ・医薬・食品に分か
れていて、全部で5分野でしたが現在は3分野になっています）

　問題の内容は、例えば2018年は、共通問題、先行技術調査、侵害防止調査となっています。共通問題では無
効化資料調査が題材となっていました。

　注目すべきことは、2014年からの共通問題に適切な米国の新特許分類CPCを特定する問題が加わった
ことです。これは「世界の特許文献において、日本語の特許文献の占める割合が急速に低下しており、外国文
献への対応も必須のスキルとなって」いるからです。（特許検索競技大会2017最優秀受賞者 角渕氏 特別寄
稿より）最近の拒絶理由通知書に添付される検索報告書においても外国文献が記載されていることが普通
になってきていると思います。

　問題の中では、先行技術調査が検索能力を評価する上で主要な部分となっています。大会終了後のフィー
ドバックセミナーでは、先行技術調査は以下の手順で進めることを推奨しています。

　1）課題の構成要素を分析

　2）予備検索の実行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 構成要素の内容からキーワード検索等を実行して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 適合文献や類似文献からFI、Fタームを検討する。

　3）検索戦略を立案し、検索式を作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 FI、Fターム、キーワードを抽出して多観点の検索式を作成する。

　4）検索実行、スクリーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 検索結果から適合文献を抽出する。

　ここで注意すべきことは、キーワード検索のみでは再現率を向上させることは難しく、特許分類（FI、F
ターム等）を使用することが必要ということです。これは文字が電子化されていない文献はキーワード検索
できないことからも明らかです。私の感覚では、適合文献（正解）がある程度わかっている問題で試してみる
と、キーワード検索のみでは再現率はせいぜい50%程度ですが、特許分類を考慮した検索を行うと少なくと
も80%程度までは向上すると思います。（もちろん、個人差があります）

　特許検索競技大会では限られた時間での検索作業を行う必要があるため、私の場合は最後のスクリーニ
ングの時間が少なくなってしまうことが多いです。この段階では検索した特許文献が適合文献かどうかを
素早く正確に読み取る能力が求められます。なお、間違った文献を解答すると減点されるので、適当に読ん
で近そうな文献を解答しておけばよいというものでもありません。

　最優秀表彰を受けられる方はこれを時間内に正確にやり切られるのですから、上には上が居るものだと
いつも感心しています。最優秀者の所属は、調査会社、企業知財調査部門、特許事務所などです。

　特許検索を行う時は、自分の再現率や適合率を意識して、日々技術の向上を行うとともに、経営に影響す
る重要な特許調査については専門家（調査会社や特許事務所等）に依頼することも必要と考えます。
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定の士業が行うことを業とすることができる業務の追加等を骨子とした改正です。本
書は、本改正を法案の作成者が、改正の必要性、改正内容、関連条文の3つの視点で記述
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◆特許検索競技大会について◆
　特許流通コーディネーターの芦崎です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年の盆前の暑さは半端ではなく、NHKのニュースで鳥取市の気温が全国の上位にランクされているの
をよく見かけました。この夏は信州の松本市に行ってきたのですが、標高600mにある街であり、同じ暑さ
でもカラッとしていたように感じました。鳥取は湿度が高いのでしょうね。

　今回は特許検索に関することで、IPCC（工業所有権協力センター）が主催している特許検索競技大会につ
いて書こうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この大会は特許調査能力の客観的評価等を通じて、特許調査に関する技術の普及を促すことにより、日本
のイノベーションの促進に寄与することを目的としています。当初はINPIT主催でしたが、2013年から
IPCC主催となっています。私は2011年から参加しています。

　特許を検索するときに使用する検索システムには無料で提供されているものがあり、J-PlatPat（日本） 
Patent Full-Text Database（USPTO）、esp@cenet（EPO）、PATENTSCOPE（WIPO）等があります。
これらの検索システムを使用して特許検索を行う場合、適切な検索式を作成しないと検索漏れが多くなっ
たり、検索ノイズが多くなったりします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　特許検索に限らず、情報検索を行う時は「再現率」と「適合率」を念頭において実施することが大切だと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「再現率」は、検索対象集合の中にある適合文献をどれくらい取り出せたかという比率で、図においては
C/（A+C）です。Cは検索者が取り出せた適合文献です。Aは適合文献であるが、検索者が取り出せなかった
文献で、いわゆる検索漏れです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「適合率」は、検索者が取り出した文献の中に適合文献がどれくらいあるかという比率で、図においては
C/（B+C）です。Bは検索者が取り出したが適合文献ではなかった文献で、いわゆる検索ノイズです。経験則
として、検索ノイズを少なくするために（適合率を上げるために）検索条件の絞り込みを行うと、検索漏れが 
多くなる（再現率が下がる）という関係があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　検索システムは、検索者がそれなりの検索式を入力すればそれなりの結果が出力されてきますが、その検
索式が検索漏れが多いものか少ないものかは、経験のある第三者が検証しなければわかりません。（なお、真
の適合文献数は誰もわからないと思います）

　ただし、このような検証は実務において常時で
きるものではありません。よって、検索者として
は、ある程度正解（適合文献）のわかっている課題
の検索を行って、自分の再現率や適合率を把握し
ておく必要があると思います。そして検索の専門
家とどれくらいの差があるかを認識しておく必要
があると思います。これが行えるのが、特許検索競
技大会です。

　大会の概要は次の通りです。 試験時間は、アドバンストコースの場合、午後からの4時間です。

　試験分野は、1電気分野、2機械分野、3化学・医薬分野に分かれていて、参加者はその場でいずれかの分野
を選択します。各分野とも同形式の問題が3問設定されていて、時間内に特許調査を行い適合文献を解答し
ます。どの分野を選択しても結果に差が出ないように工夫されているようです。（ちなみに2011年は、1電気
分野はハードウェアとソフトウェア・ITに分かれていて、3化学・医薬分野は化学とバイオ・医薬・食品に分か
れていて、全部で5分野でしたが現在は3分野になっています）

　問題の内容は、例えば2018年は、共通問題、先行技術調査、侵害防止調査となっています。共通問題では無
効化資料調査が題材となっていました。

　注目すべきことは、2014年からの共通問題に適切な米国の新特許分類CPCを特定する問題が加わった
ことです。これは「世界の特許文献において、日本語の特許文献の占める割合が急速に低下しており、外国文
献への対応も必須のスキルとなって」いるからです。（特許検索競技大会2017最優秀受賞者 角渕氏 特別寄
稿より）最近の拒絶理由通知書に添付される検索報告書においても外国文献が記載されていることが普通
になってきていると思います。

　問題の中では、先行技術調査が検索能力を評価する上で主要な部分となっています。大会終了後のフィー
ドバックセミナーでは、先行技術調査は以下の手順で進めることを推奨しています。

　1）課題の構成要素を分析

　2）予備検索の実行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 構成要素の内容からキーワード検索等を実行して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 適合文献や類似文献からFI、Fタームを検討する。

　3）検索戦略を立案し、検索式を作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 FI、Fターム、キーワードを抽出して多観点の検索式を作成する。

　4）検索実行、スクリーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 検索結果から適合文献を抽出する。

　ここで注意すべきことは、キーワード検索のみでは再現率を向上させることは難しく、特許分類（FI、F
ターム等）を使用することが必要ということです。これは文字が電子化されていない文献はキーワード検索
できないことからも明らかです。私の感覚では、適合文献（正解）がある程度わかっている問題で試してみる
と、キーワード検索のみでは再現率はせいぜい50%程度ですが、特許分類を考慮した検索を行うと少なくと
も80%程度までは向上すると思います。（もちろん、個人差があります）

　特許検索競技大会では限られた時間での検索作業を行う必要があるため、私の場合は最後のスクリーニ
ングの時間が少なくなってしまうことが多いです。この段階では検索した特許文献が適合文献かどうかを
素早く正確に読み取る能力が求められます。なお、間違った文献を解答すると減点されるので、適当に読ん
で近そうな文献を解答しておけばよいというものでもありません。

　最優秀表彰を受けられる方はこれを時間内に正確にやり切られるのですから、上には上が居るものだと
いつも感心しています。最優秀者の所属は、調査会社、企業知財調査部門、特許事務所などです。

　特許検索を行う時は、自分の再現率や適合率を意識して、日々技術の向上を行うとともに、経営に影響す
る重要な特許調査については専門家（調査会社や特許事務所等）に依頼することも必要と考えます。

鳥取県発明協会 会員価格 ： 648円

鳥取県発明協会 会員価格 ： 777円

規格をめぐる知的財産権の全貌がわかる!

藤野 仁三 編・著
FRAND研究会 編

A5判 424頁 定価3,780円/送料350円
ISBN978-4-8271-1316-7

　開発技術が規格化され普及すると、その規格を実施しないと市場への参入は難しくなり
ます。規格を実施しない製品は、規格遵守製品との間で相互の接続性や操作性を持たない
からです。これは通信機器の場合には致命的です。そのため、どの産業分野においても、他
社製品との接続性や操作性をもたせるため、規格の統一を図っています。近年、知的財産権
への意識が高まり、ほとんどの開発技術が権利化されます。当然、規格化される技術にも多
数の関連特許が存在します。つまり、規格を実施すると、規格に関連する特許を使用せざる
をえない状況が生じます。これが「標準必須特許」（SEP）と呼ばれるものです。現在、移動体
通信の分野でこのSEPをめぐる訴訟が世界中で展開されています。本書は、世界規模で行
われているSEPの情報を基本事項や判決、用語解説に分けて、詳細に解説したものです。

鳥取県発明協会 会員価格 ： 472円

「知財ミックス」時代の意匠戦略

藤本 昇 監修
A5判 388頁 定価3,240円/送料350円

ISBN978-4-8271-1325-9

　日本の意匠登録出願数は微減傾向が続いています。しかし、昭和の時代に損害賠償額
が一番大きかったのは意匠権の案件であったことなどを考えると、意匠の活用方法や
価値が減っているわけではありません。むしろ、地球規模の商品の流通の激化などを鑑
みると、侵害品の輸入差止めなど意匠権は水際措置でも商標権と並び活用の場を拡げ、
戦略価値は向上しているといって良いでしょう。本書は、①意匠に関する多数の裁判例
②実務経験が豊富な執筆陣③（難しいといわれる）類否判断手法の紹④意匠調査のノウ
ハウの開示⑤海外主要国の意匠制度概要⑥平成31年の法改正案にも言及等を柱に、日
本での意匠登録出願件数が多いサン・グループの協力で、意匠権の戦略的な活用ができ
るよう記載した実務書です。

これで分かる
意匠（デザイン）の戦略実務

新・審査基準!

特許庁 編
A5判 188頁 定価810円/送料300円

ISBN978-4-8271-1320-4

　商標審査基準改訂第14版は、産業構造審議会知的財産分科会商標制度小委員
会商標審査基準ワーキンググループの検討を踏まえ、意見募集の結果を経て、平
成31年1月30日以降の審査に適用されています。改訂点は次の通りです。①元号
を表示する商標②品種登録出願中の品種の名称に対する悪意の商標登録出願③
商標法第3条第1項第3号の該当性④書換申請基準の削除 などです。新しいモノ
サシとなる商標審査基準をお求めください。

商標審査基準
［改訂第14版］

初心者向け研修等のテキストに!

産業財産権標準テキスト 
総合編 第5版

企画 経済産業省特許庁
独立行政法人工業所有権研修・情報館
B5判 200頁 定価972円/送料300円

ISBN978-4-8271-1294-8

　特許や意匠、商標などを最初に学ぶため、本書ではそれらの解説を分かりやすく
記述されたものです。法律や知的財産権などに慣れない方にも理解を図れるよう
な内容になっています。
　「特許法」、「実用新案法」、「意匠法」、「商標法」、「著作権法」、「種苗法」、「不正競争
防止法」などの概要を、全ページ多色刷りで、マンガ・豊富なイラスト・図表を用い
て、分かりやすく解説した入門書です。この一冊で発明、デザイン、ブランド、ト
レードマーク、技術移転、著作権、育成者権、営業秘密等、知的財産全般を学ぶこと
ができます。

4月1日の法令に準拠!

発明推進協会 編
A6判 1216頁 定価2,700円/送料300円

ISBN978-4-8271-1323-5

　本書は「不正競争防止法等の一部を改正する法律（平成30年法律第33号）」や
「著作権法の一部を改正する法律（平成30年法律第30号）」、「環太平洋パート
ナーシップ協定の締結に伴う関係法律の整備に関する法律（平成28年法律第
108号）」、「特定農林水産物の名称の保護に関する法律の一部を改正する法律（平
成30年法律第88号）」などによる改正情報を、特許法をはじめとする知的財産権
に関する法律全般に反映させ、それを掲載しています。なお、4月1日時点で未施
行の条文は施行のものと区別するため点線で囲みその情報を表示しています。

平成30年改正
知的財産権法文集
平成31年4月1日施行版

標準必須特許
ハンドブック
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鳥取県特許関係情報 （令和元年8月）

　　　　　  出願人氏名 　　　　　　　　　　発明の名称 公報番号 出願番号 出願日

株式会社MICOTOテクノロジー バランス運動装置  2019-130047  2018-015031 2018/1/31

株式会社マリンナノファイバー アレルギー性疾患治療薬  2019-127472  2018-011633 2018/1/26

株式会社マリンナノファイバー 発毛および育毛促進剤 2019-127478 2018-185419 2018/9/28

国立大学法人鳥取大学 アレルギー性疾患治療薬 2019-127472 2018-011633 2018/1/26

国立大学法人鳥取大学 発毛および育毛促進剤 2019-127478 2018-185419 2018/9/28

国立大学法人鳥取大学 頸椎固定具 2019-130313 2019-014395 2019/1/30

国立大学法人鳥取大学 画像処理方法、プログラムおよび記録媒体 2019-132710 2018-015377 2018/1/31

国立大学法人鳥取大学 画像処理方法、画像判定方法、プログラムおよび記録媒体 2019-133429 2018-015378 2018/1/31

三光株式会社 都市ごみ焼却灰の無害化処理方法 2019-141805 2018-029903 2018/2/22

三洋テクノソリューションズ鳥取株式会社 情報管理システム、情報収集システムおよび情報端末装置 2019-139704 2018-025102 2018/2/15

三洋テクノソリューションズ鳥取株式会社 情報端末装置およびプログラム 2019-140646 2018-025103 2018/2/15

有限会社サンパック 頸椎固定具 2019-130313 2019-014395 2019/1/30

有限会社ジオテクノ 食物繊維補給食品 2019-135942 2018-020181 2018/2/7

株式会社Trans Chromosomics ダウン症モデルラット及びその作製法 WO2018/062392 2018-542860 2017/9/28

国立大学法人鳥取大学 ダウン症モデルラット及びその作製法 WO2018/062392 2018-542860 2017/9/28

HBサポート株式会社 呼吸回路カバー 特-06560430 2018-228597 2018/12/5

国立大学法人鳥取大学 呼吸回路カバー 特-06560430 2018-228597 2018/12/5

国立大学法人鳥取大学 芳香族転換反応用触媒及び芳香族炭化水素の製造方法 特-06566306 2015-126836 2015/6/24

国立大学法人鳥取大学 耐塩性ショウロ菌株 特-06567915 2015-154250 2015/8/4

◆特許公報目次・実用新案登録公報目次◆

◆商標出願状況◆

※詳細は公報にてご確認ください。

◆特許検索競技大会について◆
　特許流通コーディネーターの芦崎です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今年の盆前の暑さは半端ではなく、NHKのニュースで鳥取市の気温が全国の上位にランクされているの
をよく見かけました。この夏は信州の松本市に行ってきたのですが、標高600mにある街であり、同じ暑さ
でもカラッとしていたように感じました。鳥取は湿度が高いのでしょうね。

　今回は特許検索に関することで、IPCC（工業所有権協力センター）が主催している特許検索競技大会につ
いて書こうと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この大会は特許調査能力の客観的評価等を通じて、特許調査に関する技術の普及を促すことにより、日本
のイノベーションの促進に寄与することを目的としています。当初はINPIT主催でしたが、2013年から
IPCC主催となっています。私は2011年から参加しています。

　特許を検索するときに使用する検索システムには無料で提供されているものがあり、J-PlatPat（日本） 
Patent Full-Text Database（USPTO）、esp@cenet（EPO）、PATENTSCOPE（WIPO）等があります。
これらの検索システムを使用して特許検索を行う場合、適切な検索式を作成しないと検索漏れが多くなっ
たり、検索ノイズが多くなったりします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　特許検索に限らず、情報検索を行う時は「再現率」と「適合率」を念頭において実施することが大切だと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「再現率」は、検索対象集合の中にある適合文献をどれくらい取り出せたかという比率で、図においては
C/（A+C）です。Cは検索者が取り出せた適合文献です。Aは適合文献であるが、検索者が取り出せなかった
文献で、いわゆる検索漏れです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「適合率」は、検索者が取り出した文献の中に適合文献がどれくらいあるかという比率で、図においては
C/（B+C）です。Bは検索者が取り出したが適合文献ではなかった文献で、いわゆる検索ノイズです。経験則
として、検索ノイズを少なくするために（適合率を上げるために）検索条件の絞り込みを行うと、検索漏れが 
多くなる（再現率が下がる）という関係があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　検索システムは、検索者がそれなりの検索式を入力すればそれなりの結果が出力されてきますが、その検
索式が検索漏れが多いものか少ないものかは、経験のある第三者が検証しなければわかりません。（なお、真
の適合文献数は誰もわからないと思います）

　ただし、このような検証は実務において常時で
きるものではありません。よって、検索者として
は、ある程度正解（適合文献）のわかっている課題
の検索を行って、自分の再現率や適合率を把握し
ておく必要があると思います。そして検索の専門
家とどれくらいの差があるかを認識しておく必要
があると思います。これが行えるのが、特許検索競
技大会です。

　大会の概要は次の通りです。 試験時間は、アドバンストコースの場合、午後からの4時間です。

　試験分野は、1電気分野、2機械分野、3化学・医薬分野に分かれていて、参加者はその場でいずれかの分野
を選択します。各分野とも同形式の問題が3問設定されていて、時間内に特許調査を行い適合文献を解答し
ます。どの分野を選択しても結果に差が出ないように工夫されているようです。（ちなみに2011年は、1電気
分野はハードウェアとソフトウェア・ITに分かれていて、3化学・医薬分野は化学とバイオ・医薬・食品に分か
れていて、全部で5分野でしたが現在は3分野になっています）

　問題の内容は、例えば2018年は、共通問題、先行技術調査、侵害防止調査となっています。共通問題では無
効化資料調査が題材となっていました。

　注目すべきことは、2014年からの共通問題に適切な米国の新特許分類CPCを特定する問題が加わった
ことです。これは「世界の特許文献において、日本語の特許文献の占める割合が急速に低下しており、外国文
献への対応も必須のスキルとなって」いるからです。（特許検索競技大会2017最優秀受賞者 角渕氏 特別寄
稿より）最近の拒絶理由通知書に添付される検索報告書においても外国文献が記載されていることが普通
になってきていると思います。

　問題の中では、先行技術調査が検索能力を評価する上で主要な部分となっています。大会終了後のフィー
ドバックセミナーでは、先行技術調査は以下の手順で進めることを推奨しています。

　1）課題の構成要素を分析

　2）予備検索の実行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 構成要素の内容からキーワード検索等を実行して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 適合文献や類似文献からFI、Fタームを検討する。

　3）検索戦略を立案し、検索式を作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 FI、Fターム、キーワードを抽出して多観点の検索式を作成する。

　4）検索実行、スクリーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 検索結果から適合文献を抽出する。

　ここで注意すべきことは、キーワード検索のみでは再現率を向上させることは難しく、特許分類（FI、F
ターム等）を使用することが必要ということです。これは文字が電子化されていない文献はキーワード検索
できないことからも明らかです。私の感覚では、適合文献（正解）がある程度わかっている問題で試してみる
と、キーワード検索のみでは再現率はせいぜい50%程度ですが、特許分類を考慮した検索を行うと少なくと
も80%程度までは向上すると思います。（もちろん、個人差があります）

　特許検索競技大会では限られた時間での検索作業を行う必要があるため、私の場合は最後のスクリーニ
ングの時間が少なくなってしまうことが多いです。この段階では検索した特許文献が適合文献かどうかを
素早く正確に読み取る能力が求められます。なお、間違った文献を解答すると減点されるので、適当に読ん
で近そうな文献を解答しておけばよいというものでもありません。

　最優秀表彰を受けられる方はこれを時間内に正確にやり切られるのですから、上には上が居るものだと
いつも感心しています。最優秀者の所属は、調査会社、企業知財調査部門、特許事務所などです。

　特許検索を行う時は、自分の再現率や適合率を意識して、日々技術の向上を行うとともに、経営に影響す
る重要な特許調査については専門家（調査会社や特許事務所等）に依頼することも必要と考えます。

　　　　　　 商標権者 　　　　　　　　　　　文字商標 出願番号 指定商品又は指定役務

株式会社兎ッ兎 YOGOTO 2018-102252 第33類

株式会社ケイケイ かえるぽっと 2018-80206 第21類

リバードペット株式会社 COMMUNICATIONTREATS 2018-149857 第31類

リバードペット株式会社
 RIVERD、REPUBLIC、INU、DENTAL、 2018-149859 第31類

 ◆JAPAN’SPREMIUMDOGTREAT◆ 

リバードペット株式会社 いぬでんたる 2018-149860 第31類

株式会社氷温研究所 超氷温 2017-153777 第30類

福田　収 れんげ米 2018-108626 第30類

有限会社山本製麺所 麺屋やまもと、あかもく、うどん、海藻（マル）、有限会社山本製麺所 2018-40870 第30類

株式会社chromocenter CHROMOCENTER 2018-98200 第40類 第42類

株式会社楽粹 轆轤の水 2019-14726 第32類

田中　正雄 将梵酢 2018-164885 第29類

有限会社FUNAZAWA  2018-84790 第28類

有限会社FUNAZAWA  2018-84791 第28類

松井酒造合名会社

  

2018-141249 第33類
 

 

オロル株式会社 ORORU 2018-151759 第6類 第40類

竹内　敏朗 奥大山 2018-84859 第30類

国立大学法人鳥取大学 とりりん 2018-113888 第30類

THE、MATYUI、SINGLEMART、JAPANESEWHISKY、
SAKURACASK、THENAMEOFTHENEWESTDISTIKKERY、
”KURAYOSHIDISTILLERY”、ANEWWINDOFWHISKY、
JAPANAQUA-VITAE、MATSUIWHISKY、MADEINJAPAN、
松井、”KURAYOSHIDISTILLERY”、倉吉蒸溜所



　鳥取県発明協会は発明の奨励、青少年の創造性開発育成、知的財産権制度の普及
などを通じて、これらに関係するいろいろなサービスを提供し、地域社会に貢献す
ることを目的として活動しています。このような当協会の活動趣旨にご賛同いた
だける方々に、会員という形で協会の運営にご協力をお願いしています。

絵本「発明楽」をご存知ですか?    

　「発明楽」は、鳥取大学医学部・植木 賢先生が考案された発明に関する
絵本です。たし算・ひき算・かけ算・わり算を応用することで、新しい発明や
アイデアに繋がる事を、小学生にもわかりやすく紹介した絵本です。この
絵本を読んで、ワクワクするような新しい発想がひらめいたらうれしいで
すね。お子様やお孫さんへのプレゼントにいかがでしょうか。購入希望の
方は、鳥取県発明協会までご連絡ください。お待ちしております!

鳥取県発明協会　伊藤

　    種 別      年 会 費  　 　　　　　  備　考 

団体（法人）会員 一口/15,000円 一口以上（会員様特典あり） 

個人会員 一口/6,000円 一口以上（会員様特典あり） 

協賛会員 一口/3,000円 イベントの優先案内や参加費及び

  材料費の減免や免除特典あり

《お問合せ・お申込み先》
一般社団法人鳥取県発明協会

会員様特典（協賛会員は除く）

〒689-1112 鳥取県鳥取市若葉台南7丁目５番1号
電話：0857-52-6728　FAX：0857-52-6674　Ｅ-mail：hatsu@toriton.or.jp

会員募集中!!会員募集中!!

あとがき

① 機関誌「知財とっとり」並びに「月報はつめい」・「News Letter」を毎月無料でお送りします。

③ 「発明楽～はじめての発明楽」500円（税別）が20％引きになります。

⑥ 会員総会を開催し、会員同士の「交流の場」を設けます。

② （一社）発明推進協会発行の刊行物等の値段が20％引きになります。

④ 「つきいち検索サービス」を始めました。
　  ご希望のキーワード群（最大3群）を登録していただき、特許情報プラットフォームを使用
　  して検索した結果（リストのみ）を毎月無料送付します（公報のプリントアウトは有料）。
　  詳細はお問い合わせください。

⑦ （一社）発明推進協会の会員専用ホームページの閲覧ができます。

⑤ 当協会ホームページにバナー広告を掲載いたします。（希望される法人会員のみ）。


